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妊婦さんに緊急アンケート！新型コロナウイルス感染拡⼤による影響は？ 
就労妊婦の約 4 ⼈に 1 ⼈は「通常出勤」が続き不安の声 

「在宅勤務・休業したくてもできない…」⼀⽅で約 3%は「⾃発的に退職」を選択  
 
 妊娠・出産・⼦育ての毎⽇を笑顔にする、ママと専⾨家をつなげるプラットフォーム企業、株式会社ベビーカレンダー
（旧社名：株式会社クックパッドベビー、本社：東京都渋⾕区、代表取締役：安⽥啓司、以下「ベビーカレンダー」）は、 
妊娠中の⼥性 528 名を対象に『新型コロナウイルス感染拡⼤による影響』について緊急アンケート調査を⾏いました（調
査期間：2020 年 4 ⽉ 18 ⽇〜4 ⽉ 20 ⽇）。調査・分析の主なポイントは以下の通りです。 
 
＜サマリー＞  

1．就労妊婦の約 26%は現在も「通常どおり出勤」。⼀⽅で約 3%は感染リスク避けるため「⾃発的に退職」 
2．現在の⽣活状況は？緊急事態宣⾔後も約 7 割が買い物や妊婦健診のために「外出することがある」 
3．妊婦の感染対策！⼈との接触を避け、免疫⼒を⾼める⽣活。⼀時的に別居している夫婦も！？ 
4．⾥帰り出産を予定していた妊婦の約 1 割は⾥帰り⾃粛、または⾃粛を検討中 
5．約 7 割は「産前学級」が、約 6 割は「⽴ち会い出産」が中⽌になったと回答。⾯会の制限も… 
6．「ベビー⽤品を準備できない」「収⼊が激減」「ひとりで出産に耐えられるのか…」妊婦から不安の声 
 
1．就労妊婦の約 26%は現在も「通常どおり出勤」。⼀⽅で約 3%は感染リスク避けるため「⾃発的に退職」  
 妊娠が判明した時点で仕事をしており、なおかつその後も仕事を続けたという妊婦さん 283 名に、新型コロナウイル
ス感染拡⼤後の現在の仕事の状況について尋ねたところ、約 4 ⼈に 1 ⼈の妊婦さんが通常どおり出勤していることが明
らかになりました。政府から妊婦の出勤停⽌要請などが出されていない現状では、何らかの理由により通常時と変わら
ず出勤せざるを得ない妊婦さんも少なくないようです。 
⼀⽅で、会社の指⽰で在宅勤務している⼈は約 15%、会社の指⽰で⾃宅待機（休業）している⼈は約 12%という結果
に。なかには、会社の指⽰ではなく⾃⾝の判断で感染リスクを避けるために休業や退職をしたという⼈も。有給休暇や
特別休暇を利⽤して⾃発的に休業している⼈は約 8%、⾃発的に退職をした⼈は約 3%でした。 
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現在も「通常どおり出勤している」と回答した⼈に
当てはまる理由を選択してもらったところ、「在宅
勤務や時差出勤をしたいが、会社で認められてい
ないため（在宅勤務が困難な職種も含む）」が
41.1%と最も多く、次いで「休業または退職した
が、⾦銭⾯が不安なため」「休業または退職は考え
ておらず、産休まで仕事を続けたいため」が同率
34.3%という結果になりました。 
 
感染リスクを避けるために本当は在宅勤務や時差
出勤、休業、退職を選択したいけれど、それが困難
な職種である、会社で認められていない、⾦銭⾯が
不安といった理由から、通常どおり出勤せざるを
得ない状況である⼈も多いようです。 
 
⼀⽅の感染リスクを避けるため⾃発的に「休業」している、または「退職」したと回答した⼈に、詳しい理由を聞いたと
ころ、下記のようなコメントが寄せられました。 
 
・平⽇に出社すると、通勤電⾞やオフィスが 3密になるため、危険だと感じた。 
・医療従事者なので感染リスクがとても⾼いため。 
・保育⼠のため在宅勤務不可で、職場の感染対策が不⼗分だと感じた。 
 3密の室内で毎⽇多くの⼦どもを預かりながら、接触や排泄物処理などもあり不安だったため。 
・職場で新型コロナウイルス感染症の陽性者が出たため。 
・接客業のため他の⼈と触れる機会があり不安に感じた。 
 
通勤時の満員電⾞や、職場の環境は感染リスクが⾼いと感じたために、会社からの指⽰に関係なく⾃ら危険だと判断し、
休業や退職を選択したという声がほとんどでした。ほかにも、「このような状況でも『⼈⼿が⾜りない』と出勤を命じら
れることが精神的に苦痛だった」という声もありました。 
 
2．現在の⽣活状況は？緊急事態宣⾔後も約 7 割が買い物や妊婦健診のために「外出することがある」  
 新型コロナウイルス感染拡⼤の影響を受け、2020 年 4 ⽉ 7 ⽇、7 都府県に緊急事態宣⾔が発令されました。それか
らわずか 1週間余りで、対象地域は全国に拡⼤。妊婦さん 528 名に緊急事態宣⾔が発令されている現在、外出すること
があるか質問したところ、「よくある」17.6%、「ときどきある」55.9%という回答結果に。約 7 割の妊婦さんが「外出
することがある」という状況が明らかになりました。緊急事態宣⾔が全国に拡⼤されて間もないこともあってか、完全
に外出を避けている妊婦さんは少ないようです。（※調査期間 4 ⽉ 18 ⽇〜20 ⽇） 
続いて、外出することがあると回答した妊婦さんに、現在の外出の頻度を質問したところ、「ほぼ毎⽇」と回答した⼈が
31.6%と最も多く、次いで「2 ⽇に 1 回程度」25.3%、「3〜4 ⽇に 1 回程度」23.2%という結果になりました。前
問では、外出について「ときどきある」と回答した⼈が 5 割以上と多数派でしたが、実際にはほぼ毎⽇、何らかの理由
により外出をしている⼈が多いことがわかります。 
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さらに、外出の⽬的についても聞いてみると、1 位
「必要な⽇⽤品や⾷材の買い物」83.4%、2 位「妊
婦健診など通院」76.9%、3 位「上の⼦の散歩や
送迎」51.5%という回答結果でした。やはり最も
多い理由は、⽇常的に必要となるものを買いに⾏
くため。そして、妊娠中ということもあり妊婦健診
のための通院や、上のお⼦さんに外の空気を吸わ
せるための散歩、保育園・幼稚園への送迎などによ
り外に出ることが多いようです。 
 
ただし、これらの外出において、「混み合う時間を
避けて買い物をしている」「健診の際、待合室では
⼈と距離をとっている」「近所での散歩にとどめて
いる」という感染対策を意識する声がありました。 
 
 
 
3．妊婦の感染対策！⼈との接触を避け、免疫⼒を⾼める⽣活。⼀時的に別居している夫婦も！？   
 続いて、新型コロナウイルス感染対策のために、外出⾃粛（3密を避ける）や衛⽣管理（⼿洗いうがい・除菌など）以
外に実践していることを聞いたところ、多くのコメントが寄せられ、妊婦さんが⽇々さまざまな対策を講じていること
がわかりました。 
 
＜⼈との接触を避ける＞ 
・⾃宅に訪問客が来ても出ないようにしている。 
・配達物は⽞関先に置いてもらい、直接受け取らないようにしている。 
・近所に住む家族と、以前は頻繁に会っていたが、今は会わないようにしている。 
・夫が電⾞で通勤しているので、寝室を分け、あまり私や⼦どもたちと密に接することがないようにしている。 
・可能な限り家の中でも家族と 2m離れている。⾷事は向かい合って⾷べない。別室で過ごす。 
 
＜⼀時的に家族と別居＞ 
・熱が出た家族とは別居している。 
・営業職の夫とは別居し、在宅勤務の実⽗・実⺟と⽣活している。 
・⾥帰り中だが、夫が会いに来ないようにしている。実家住まいの弟が⼀時的に別居してくれている。 
・夫の職場で感染の疑いがある⼈が出た際、ホテルに待機してもらい、⼀時的に別居した。 
・夫はスーパーに勤務しているので別居している。 
 
＜免疫⼒を⾼める⽣活＞ 
・免疫⼒を下げないように、バランスの良い⾷事とたっぷり睡眠をとる。 
 ⼈の少ない時間帯や場所を狙って有酸素運動をする。 
・散歩やヨガ・ストレッチなどで体を動かすことと、栄養のある⾷事を摂ること、 
 睡眠不⾜にならないように適宜昼寝などで補うことで、免疫⼒が低下しないように気をつけている。 
・規則正しい⽣活をして、免疫⼒が下がらないようにしている。 
 
やはり同居する家族以外とは接触しないようにするという声が多いものの、なかには家庭内であっても感染のリスクを
避けるために密な接触をしない、別室で過ごしているという⼈も。仕事などの都合により外出を避けられない家族がい
る場合、⼀時的に別居することを選択した⼈も少なくないようです。加えて、万が⼀感染した場合に重症化しないよう、
⾃分⾃⾝の免疫⼒を⾼めることを意識して⽣活しているという⼈が多く⾒受けられました。 
 
4．⾥帰り出産を予定していた妊婦の約 1 割は⾥帰り⾃粛、または⾃粛を検討中  
 次に、⾥帰り出産を予定している（していた）妊婦さん 161 名に、現在の状況について尋ねました。⾥帰り出産を予
定しており、転院先に受け⼊れを承諾されている⼈が 64.6%、すでに⾥帰り中の⼈が 1.9%と、現状では 7 割近く妊婦
さんが予定どおりに⾥帰り出産をおこなえる状況にあるようです。 
その⼀⽅で、⾥帰り出産を予定しているが、転院先が受け⼊れてくれるかわからない⼈が 8.1%、転院先に受け⼊れを拒
否された⼈が 0.6%という結果に。  
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また、感染拡⼤に伴い⾥帰り出産を⾃粛
した⼈は 6.8%、⾃粛を検討中の⼈は
4.3%と、あわせて約 1 割が⾥帰り出産
を⾃粛した、または⾃粛を検討中という
ことがわかりました。  
さらに、⾥帰り出産を⾃粛した⼈や、⾥
帰り出産を予定していたが転院先に受
け⼊れを拒否された⼈のなかには、まだ
出産する産院が決まっておらず、受け⼊
れ先を探している状況という⼈もいま
した。 
 
 
 
5．約 7 割は「産前学級」が、約 6 割は「⽴ち会い出産」が中⽌になったと回答。⾯会の制限も…  
 通院している産院や出産予定の産院で、新型コロナ
ウイルス感染拡⼤の影響を受け、中⽌または制限され
たことを質問したところ、5 割を超える回答数となった
のは「産前・産後の⼊院中の⾯会」74.6%、「⺟親学級・
両親学級」74.4%、「妊婦健診への付き添い」63.4%、
「⽴ち会い出産」59.9%でした。 
「その他」のなかには、産院の⾒学会・説明会が中⽌に
なった、病院が妊婦以外の⽴ち⼊りを禁⽌している、妊
婦健診の回数が減った、病院が⼈員不⾜になった場合
には無痛分娩が中⽌されるといった回答も。 
 
この結果からも、多くの産院が感染拡⼤を防⽌するた
めの措置を講じていることがわかります。 
 
 
 
6．「ベビー⽤品を準備できない」「収⼊が激減」「ひとりで出産に耐えられるのか…」妊婦から不安の声  
 最後に、妊婦さんたちが現在困っていること、そして今後の⽣活について⼼配なことを尋ねたところ、下記のような
多くの不安の声が寄せられました。 
 
＜⽣活について＞ 
・そろそろ必要な⾚ちゃん⽤品などを検討したいが、外出⾃粛のため⾒に⾏けない。 
・ベビーガーゼやおしり拭きなどが品薄状態で、今後⼊⼿できるのか⼼配。 
・出産後にいつ外出できるのか、⼦どもが感染しないようにどのような対策をすれば良いのかわからない。 
・妊娠中なこともあって、急な病気や体調不良で病院へ⾏きたくても気軽に⾏けない不安がある。 
 
＜仕事について＞ 
・このような状況で、出産後に仕事復帰できるのか不安。 
・夫の仕事がなくなり収⼊が激減。経済的な不安が⼤きい。 
・⼦どもが⽣まれたら保活をする予定だったが、この状況では⼦どもを預けることも不安。 
・出産後に仕事復帰のための就職活動を考えていたが、この状況で就職できるのか⼼配。 
 
＜出産について＞ 
・出産後、免疫⼒が低い状態で育児をおこなうことを考えると、⼦どもへの感染が⼼配。 
・無事に⽣まれるのか不安。出産後にもし感染したらと思うと、どうしたらよいのかわからない。 
・⾯会も⽴ち会い出産も中⽌になり、ひとりで出産に耐えられるか不安。 
・⼈との関わりを避けなければならない状況なので、出産・⼦育ての悩みを相談できる機会が減っている。 
・初産なのに両親学級に⾏けておらず、私だけでなく夫も不安に思っている。 
  



                        2020.04.28 News release 
株式会社ベビーカレンダー  

 5 

 
 今回の調査結果から、新型コロナウイルス感染拡⼤は、妊娠中の⼥性やその家族にも深刻な影響を及ぼしていること
が改めて明らかになりました。このような状況で不安を抱えている妊婦さんのお役に⽴てればと、ベビーカレンダーで
は、お家で受講できる「動画で⾒る両親学級」を制作いたしました。そのほか、新型コロナウイルスに関する情報をまと
めて確認できるコーナーや、無料で助産師や管理栄養⼠に相談できる「専⾨家に相談」のコーナーもございます。ぜ
ひ、あわせてご活⽤ください。 
 
「動画で⾒る両親学級」はこちら▶https://baby-calendar.jp/smilenews/detail/14016 
「新型コロナウイルスに関する妊娠・⼦育て情報」はこちら▶https://baby-calendar.jp/smilenews/tag/1472  
「専⾨家に相談」のコーナーはこちら 
＜妊娠中の相談の場合＞ 
助産師に相談する▶https://baby-calendar.jp/talk/topic/create?category_id=10 
管理栄養⼠に相談する▶https://baby-calendar.jp/talk/topic/create?category_id=12 
＜育児中の相談の場合＞ 
助産師に相談する▶https://baby-calendar.jp/talk/topic/create?category_id=11 
管理栄養⼠に相談する▶https://baby-calendar.jp/talk/topic/create?category_id=13 
 
 
＜調査概要＞ 調査対象：株式会社ベビーカレンダーが企画・運営している「ファーストプレゼント」 
            「おぎゃー写真館」「ベビーカレンダー全員プレゼント」のサービスを 
            利⽤された⽅のうち、現在妊娠中の⼥性 
       調査期間：2020 年 4 ⽉ 18 ⽇（⼟）〜2020 年 4 ⽉ 20 ⽇（⽉） 調査件数：528件  
 
そのほかのニュースリリースはこちら▶https://baby-calendar.jp/smilenews/release 
 
＜ベビーカレンダーとは＞ 
『ベビーカレンダー』は、⽉間 410万⼈以上が利⽤している、医師・専⾨家監修の妊娠・出産・育児の情報サイトです。
妊娠してから⾚ちゃんが 1 歳になるまでの間、⾚ちゃんの成⻑に合わせて、毎⽇必要な情報をお届けします。またこの
度、『ベビーカレンダーアプリ』は第 12 回キッズデザイン賞の「⼦どもたちを産み育てやすいデザイン 個⼈・家庭部
⾨」において、「少⼦化対策担当⼤⾂賞」を受賞しました。 
表彰式の様⼦はこちら▶https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000023.000029931.html 
ベビーカレンダーが⽬指すところ▶https://baby-calendar.jp/special/mediastatement 
 
＜キッズデザイン賞とは＞ 
キッズデザイン賞は、「⼦どもたちが安全に暮らす」「⼦どもたちが感性や創造性豊かに育
つ」「⼦どもを産み育てやすい社会をつくる」ための製品・空間・サービスなどの中から優
れた作品を選び、広く社会へ発信することを⽬的としている顕彰制度です。 
 
＜公式 SNSからも最新情報更新中！＞ 
Facebook：https://www.facebook.com/babycalendar/ 
Twitter：https://twitter.com/baby_calendar 
Instagram：https://www.instagram.com/babycalendar/ 
YouTube：https://www.youtube.com/channel/UCFblSCmHFCkHiFXsrcksuhA 
 
 
＜会社概要＞ 
■社名：株式会社ベビーカレンダー（https://corp.baby-calendar.jp） 
■本社所在地：〒151-0053 東京都渋⾕区代々⽊ 1-38-2 ミヤタビルディング 10F 
■代表者：代表取締役 安⽥啓司 ■設⽴年⽉⽇：1991 年 4 ⽉ 
■主要事業：産婦⼈科向け事業、メディア事業 


